2012年度　公益社団法人　山形青年会議所

第６回　定例理事会　議事録
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６．会議成立の確認




　　　武田事務局長
７．議事録署名人の指名




　　　野口理事長
８．議題ならびに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡部委員長
９．理事長挨拶　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野口理事長
　皆様お疲れ様です。ようこそ第６回の理事会に参加いただき有難うございました。本日は２つご報告させていただきます。１つは来年２０１３年度公益社団法人日本青年会議所東北地区協議会の会長に荒井寛君をＬＯＭで推薦させていただきたいと思っております。何分にも初めての事で、どう進めていいのか悩みましたが正副の中では内々にお話をさせていただきました。その中で最終的に先日ヒアリングがあり、柴崎ブロック会長の方にお願いするだけの状況と先日の会員大会の際に、ご報告をいただきました。山形ＢＬ協議会として推薦する方がいらっしゃいますので立候補させていただきますという風に報告受けました。今のＬＯＭの状況で良いか悪いかという問題は、そういって志を高くもつメンバーが１人でも多くいるという事は、この山形青年会議所で支援する方向だと私は今回決断しました。だからといって１人にお任せするのでは無くて、どんな状況でもＬＯＭ内で一丸となって支援していただきたいと思います。
　そしてもう１つ、後程の議案にもありますが、この間の例会後選考委員会を開き次年度が決まりました。まだ内定者です。理事会で承認されたとしても総会で承認されなければ正式には我々の口からは漏らすことは出来ませんが、ほぼ私も経験しておりますので決まったと思っております。まだ２０１２年の半ばではございますが、こうやって着々と山形青年会議所の歴史が１つひとつ積み重なっていくのだなと肌で感じております。
　さて色々４月の理事会、５月の例会と非常に色々な事があり、１つひとつひも解いて今日理事長の挨拶とさせていただきたいと思います。まず先立って佐藤委員長の頑張っていただいた例会、本当に有難うございました。多くの人に非常に良かったと、あれだけあの場所に集まって活躍している方の話を聞けて本当に良かった。また山形青年会議所って凄いことをやっていると改めて言われました。自分の従業員も来ましたし、誘われた人に１人ひとり凄いねと、お褒めの言葉もいただきました。本当にこの間はＪＣをやっていて良かったなと思いました。その後に東北地区協議会の役員会が天童でありました。多くの方に動員頂き参加いただきましたが、私が話すよりも参加していただいた方が重要だと思います。今、植松会長が色々な物事を訴えても会議、懇親会などでその人達に触れないと会議所活動が無駄になると思います。会議所というのはオプティニティ、機会で１つひとつ成長していただいて、その中で自己の研鑽と地域に対して貢献していく。それぞれが独自性を持って行動するというのが青年会議所だなと思います。ぜひ今回ばかりでなく、私は東北地区役員会、日本理事会にも行きます。それは皆様に今後魅力を持ってその場に行っていただきたいと思いますので、ぜひ行きたい方がいらっしゃいましたら一声掛けていただければ車でも電車でも行って学んでいただきたいと思います。その後、憲法タウンミーテイングがあったりしました。日本青年会議所で今回齋藤副理事長が国際のメンバー、事務局と行きましたが、オブザーブする理事長の数が日に日に増して多くなっております。今回もサマコンの議案が全て承認され７月に向けていよいよ横浜でタッグをくんで進んでいくわけです。日本青年会議所のこちらに三浦委員長がいますが、いろんなことに熱いです。一昨年色々ルールを決めましたが、せっかく我々がＡＳＰＡＣという機会をいただいて、日本青年会議所が近くなったと思います。皆さんには沢山学んでいただきたいと思います。その日の午後、三浦委員長と食事をしまして福井に行きました。日中友好の会とか色々な会がありましたが、私は福井青年会議所の５０周年にご招待いただきまして参加してきました。そこでハッとした事があったのですが、私からはＬＯＭのメンバーの存在を感じなかったです。良いか悪いかは別として、色々な催しの中でたまたま現役のメンバーがいなかったのかもしれませんが、アテンドは現役でしたがその後はＯＢでした。居心地が悪い訳ではありませんが、自分のＬＯＭと照らしあわせて、私だったら嫌だなと、現役には現役で対応して欲しかった。ただアテンドしない分式典はしっかりしていました。ただバランスを見たら式典も大事ですが、もてなす心も大事なのかなと思いました。それがこの間の夜の１１時のコダマさんのホテルでのお出迎えなのかなと思います。そういうことが出来る山形青年会議所を誇りに思います。その後、中村副理事長が出向しております山形ＢＬ協議会の長井で、これも今度の会員大会新庄大会の審議が全て可決されました。ブロック協議会としても各青年会議所も今回はブロックが主催しますが１７ＬＯＭ１つとなって参加して作りあげていく大会と感じました。成功失敗よりも皆さんで足並み揃えて新庄大会に行って感じていただきたいなと思います。
ＡＳＰＡＣは青年会議所の大会ですが、市民の目から見たら街のための大会なんじゃないかと期待感と、それをする行動力を伴って変わっていかなければならないと私も実感しております。１つひとつの大会も横山委員長を中心にたくさんのメンバーで行っていただきたいと思います。
　この間の例会から１つひとつお話しておりますが、改めて申したいのが青年会議所というのは何で青年会議所なのかというのをもう一度皆さんご自身で考えていただきたいです。なぜこの理事会に来てビットを持っている方たちが意見を合わせて物事を決め実行をし、次に繋ぐのか考えていただきたいと思います。議案に追われる議案なら出さない方がいいと思います。しっかりと今からでもコンセプトをもって何をしたいのか、何を変えたいのか、自分たちはどうなるのか目的をしっかり持って会議に臨んでいただきたいと思います。
あくまで会議所です。ここで物を協議して皆に伝えて行動する。もう一度考えていただきたい。この間の日本の理事会でも温いと思う。笑いがあり。齋藤副理事長も感じたと思いますが、理事会の審議をする場は笑いを取る場ではなくて、しっかりと自分の意見を発表する人、それを聞く人、しっかりと様々な人たちの思いがあって物事を決めていくときに温い感じではいけないと感じました。今日で１３分の６が終わりますので、皆様には有意義な会議になることをお願いして理事長挨拶にいたします。そしてこの場で申し訳ありませんが荒井特別顧問の来年度の立候補の決意表明を頂きたいと思います。
決意表明
荒井特別顧問

皆さんこんばんは。お疲れ様です。今ほど野口理事長からご紹介を頂きましたが、２０１３年度東北地区協議会会長で立候補する意思を固めましたのでご報告させていただきます。
入会１４年という事で決してこの地区会長というのが最終目的、目標という事では無くて、あくまで今年度地区協議会の方へ筆頭会務副会頭として出向させていただき、そして植松会長のそばで活動させていただいている中で、沸々とこの東北を何とかしなきゃいけないという思いが膨らんできた訳であります。その結果、植松会長の思い、考え、理念という物を受け継いで、そして自ら会長として受け継いで東北の復興の為に力を尽くしていきたいという考えに至った次第でございます。
確かにＬＯＭの事情として２年後にＡＳＰＡＣを控えているという事で、ＬＯＭの負担とかメンバーの皆さん方の負担とか多々あるかと思いますが、しかしながら山形ＪＣの歴史と伝統に恥じぬ様にしっかりと努めて参りたいと思います。是非ご理解とご支援を賜ります様宜しくお願い致します。
ラストイヤーという事でもありますので、老体に鞭打って最後のひと頑張りをさせていただきたいと思います。今後７月１日～１０日の立候補受付け期間ですが、こちらに立候補させていただく為の準備をさせていただきまして、サマコンの地区の役員会にて承認いただける様に今から努力に努めて参りたいと思います。ありがとうございます。
１０．　直前理事長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋直前理事長
（欠席のため割愛）

１１．　議題並びに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　渡部委員長

１２．　議事の採択　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野口理事長
１３．  確認事項 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事
１４．  討議事項 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　討－０１　　　　ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会ＰＲ活動（案）に関する件
ＡＳＰＡＣ準備会議
佐藤副議長【上程】

齋藤副理事長【補足】
予算をいただいておったが今回ＡＳＰＡＣ香港に向けて添付している紅花カラーのオレンジ色の法被をデザインとしました。この法被はＡＳＰＡＣだけでなく今後１２年、１３年と１４年のＡＳＰＡＣのＰＲで着て山形のメンバーがＰＲしていく事をイメージしております。是非ご意見いただきたい。
鈴木本部長【質問】
１００着という事でメンバー全員に渡す訳ではないのか。
齋藤副理事長【回答】
今回のＡＳＰＡＣが４０～４５名の参加という事と制作日数の関係で１００が限度だ。今回のＡＳＰＡＣではシニアの方にも着ていただく。ＡＳＰＡＣ香港に間に合わせる為には１００が限度だ。
三浦顧問【意見】
デザインは決まっているから何もないが、時間が無いから数が間に合わないとか言っているが解決方法はたった１つ、もっと早くスタートするべきだった。今後の大課題として取り組んでいただきたい。そうすればデザインでも皆の意見を取り入れられるかもしれない。もっともっと早く駆け抜ける事を意識していただきたい。
井上副理事長【意見】
今三浦顧問が言った意見は大変貴重でデザインも同報で流れていたが、半ば決まった形で出されれば、これでいいかと思う。しかしみんなで作っていくＡＳＰＡＣなので、これでは皆で作ったとは言い難い。その為には顧問がおっしゃった、前段で動いていくという部分で上程して正副常任で揉んで理事会に上程の基本が完全に崩れた形になっている。非常にタイトなスケジュールの中大変だと思うが、リーダーシップを持って一緒に作り上げて欲しい。
　　　討－０２　　　ＡＳＰＡＣへの参加促進について
　渉外支援委員会
横山委員長【上程】
確認事項へ振替え
　　　討－０３　　　ＬＯＭ外広報誌７月号の発行（案）に関する件
　渉外支援委員会
横山委員長【上程】

齊藤監事【質問】
議案の中で事業対象者のところで確認したい。対内で山形青年会議所シニアメンバーとあるが、どの部分がシニアと絡んでいるのか対内に入れてある理由を教えて欲しい。
横山委員長【回答】
発送先の方に入っている。
野口理事長【コメント】
先ほど発送先とあったがＡＰＤＣCは６月ＡＳＰＡＣで変わってしまう。今回は２０１１、２０１２の方、２０１３の方、両方の方に送っていただきたい。そちらは安藤室長と相談して名簿を見てお願いする。

１５　審議事項

　　　審－０１　国内におけるＬＯＭブースの出展（案）に承認に関する件
　渉外支援委員会
安藤室長【上程】
横山委員長【補足】
内容に変更は無いが背景、目的を変更した。審議の後、総務委員会にきれいな形で渡す。宜しくお願いする。
渡部委員長【財審コメント】
特に無
承認可決

　　　審－０２　国外におけるＬＯＭブースの出展（案）に承認に関する件
　渉外支援委員会
安藤室長【上程】
横山委員長【補足】
手提げ、紙袋についてはサンプルを用意した。ブース設営は紙袋を机に並べる形となる。紙製の花笠は壁に張出し華やかにする。舞子が渡航するので舞子がブースの前で控える。番傘には齋藤実行委員長から名入れしてもらい交流で三浦顧問からチェキというポラロイドカメラを借りる事が出来た。ポラロイドなので名刺サイズだが写真を渡す事が出来る。舞子さんに山形の情緒を演出してもらい来場者に小さな番傘を持ってもらい山形青年会議所というのが映りこむ様にし、写真に写る様にする。私のなかでＪＣは写真は沢山撮るがその写真を貰った事がないという意見がある。そこで撮った写真をその場で渡し交流を図りたい。
渡部委員長【財審コメント】
特に無
承認可決
　　　審－０３　７月例会の企画、実施（案）承認に関する件
誇りある会員開発委員会
伊藤室長【上程】
中村副理事長【質問】
対外、対内対象者で確認したいのだが新入会員で認証受ける前は対外なのか認識を皆で共有したいので確認したい。

鈴木本部長【意見】
７月は認証もあるので内容が雑にならない様にだけお願いしたい。

渡部委員長【財審コメント】
特に無
承認可決

　　　審－０４　休会者（案）承認に関する件
事務局
武田事務局長【上程】
東海林特別委員長【コメント】
新入会員だった片桐北斗君が会社を退社するという事で埼玉に転職したという事でＪＣ活動を続けるのが困難との申し出があった。事務局とも相談して休会となった。宜しくお願いする。

承認可決
　　　審－０５　２０１３年度公益社団法人山形青年会議所理事長予定者（案）承認に関する件
2012年度選挙管理委員会
荒井委員【上程】
承認可決
井上次年度理事長予定者【コメント】
承認頂き誠に有難うございます。２００７年に初理事として部会長としてＡＳＰＡＣを目指すと当時部会長ながら聞いて、２００８年事務局長をいたしました。ＡＳＰＡＣ総会、東部公民館で否決という事でいろんな思いを交錯しながらその立場で見ていた。２００９年、否決という重い立場を覆すかの様にＡＳＰＡＣ承認。そして２０１０年、当時荒井理事長だった。地道な東北地区様々なＬＯＭに頭を下げてＡＳＰＡＣ招致という事で当時齊藤事務局長もいて山形ＡＳＰＡＣをＰＲして参りました。
そして２０１１年、東日本大震災というまったくもって予想できない事態の中、困難な中、サマコンにて国内ビット取得、２０１２年、野口理事長の元、ＡＳＰＡＣ香港大会にて国際ビット獲得の予定です。２０１３年は非常に大事な皆さんの思いがあり、負担、期待、高みを目指そう、纏まろう、纏まらない皆さんの積み重ねがいま２０１３年の理事長を務めさせていただきます。お粗末な男ですが今やる気に満ち溢れております。
大事な積み重ねを皆様の力を借りながら一生懸命頑張ります。どうぞ宜しくお願い致します。
横山専務理事内定者【コメント】
皆様お疲れ様です。２０１３年度専務理事という重い役職を仰せつかりＬＯＭの中で、例会等すべてにおいて思い役職と自覚しております。一生懸命頑張るとしか今は約束出来ませんが、ＪＣが大好きです。と最近私は使っている。取り組む中で成長し皆様からＪＣ活動がいいものだといわれる様な２０１３年にしていきたいと思います。大きな目標に架け橋として精進する宜しくお願いする。

１６　協議事項

　　　協－０１　JCI ASPAC香港大会ジャパンナイトステージアトラクション企画・実施（案）に　ついて
　ＡＳＰＡＣ準備会議
近藤総括幹事【上程】
佐藤副議長【補足】
事業内容の中にＰＲ映像というところがある。まだ完成ではないが７割位の進捗だ。こちらもご意見いただきたい。
三沢議長【補足】
元気一杯やる。宜しくお願いする
齋藤副理事長【補足】
ジャパンナイトのＰＲは現役だけで行うＰＲだ。皆さんの元気を分けていただきたい。

矢口委員長【質問】
ドレスコードの花笠、浴衣が市役所から７０着という事だが、着替えの場所はあるのか。イメージを伺いたい。
近藤総括幹事【回答】
ドレスコードは法被を着用する。市の７０着の法被は削除する。

井上副理事長【質問】
練習日は６月５日か。５日は仮会員セミナーだ。
近藤総括幹事【回答】
この場で調整したい。

中村副理事長【意見】
前回ＣＯＣ会議で６月３日のＯＭＯＩＹＡＲＩプロジェクトの後、やったらどうかと提案したが、どうか。
近藤総括幹事【回答】
３日に行う。宜しくお願いする。
伊藤室長【意見】
すでに同報では３日の１０時半からで流した。確認願う。

　　　協－０２　JCI ASPAC香港大会LOMブース出展料に関する件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＡＳＰＡＣ準備会議
佐藤副議長【上程】
中村副理事長【質問】
本会計からの予算だが元々予算にあったのか。
佐藤副議長【回答】
基金から出している。

中村副理事長【質問】
表記としては基金から本会計になるのか。これは出店料を出してもいいのかという協議なのか。
鈴木専務理事【意見】
県庁の応接室にある有機ＥＬを県から借りる

　　　協－０３　JCI ASPAC香港大会総会Ⅲにおけるプレゼン（案）に関する件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＡＳＰＡＣ準備会議
佐藤副議長【上程】
齋藤副理事長【補足】
皆様にもう一度式次第を確認いただき、現地にて色々と尋ねることが多い。誰に聞かれてもみんなが応えられるようにしていただきたい。
三浦顧問【質問】
プレゼンの次第を見ているがシナリオは出来ているのか。井川会頭の挨拶依頼はしているのか。
佐藤副議長【回答】
挨拶文は依頼している。知事、市長は既にいただいている。今、英訳作業中だ。採決後の掛け声も３日まで考える
三浦顧問【意見】
ステージの上に立って話す人の内容も大事だが、他の場所で決めるときは、それ以外の人が何をやっているかも大事だ。たとえば法被を着てボケーッと眺めるだけなのか、香港のように「香港、香港」と掛け声するとか他の人の動きも是非考えて欲しい。

齊藤監事【質問】
メールで５月１８日金曜日１９時１４分に河又君からメールが流れているが、今ＰＶを作っているという事だが確認する作業はいつかあるのか。

佐藤副議長【回答】
先ほどのジャパンナイトというところをクリックしていただくとある。まだ7割の進捗だが意見いただきたい。改めてまた配信する。
　　　協－０４　JCI ASPAC香港大会におけるVIPランチョン開催（案）に関する件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＡＳＰＡＣ準備会議佐藤副議長【上程】
三沢議長【補足】
インビテーションカードも前回と変わっている。確認お願いしたい。
齋藤副理事長【補足】
前回よりアトラクションを削り、メンバー一人ひとりの感謝の気持ちを出して行こうというものに変わっている。
三浦顧問【意見】
日本ＪＣのコーポレートガバナンスにあるＪＣＩのマークの使用に関する案件があるのだが鍵はしてない。ＪＣＩマークの下は真っ白でなくてはならない。ＬＯＭの中で何かをするくらいならいいが、これを使って日本の代表としては必ず日本側から指摘がはいる。今ここで印刷が間に合うのであれば早急に対応お願いしたい。それはインビテーションカード、インビテーションの封筒の文字も普通より傾いている。またＪＣＩマークの周りには空間が必要だ。出来るところは直して欲しい。
遠藤室長【質問】
議案本文の予算が１５０万という事で書いてあるが、中を開くと１４０万になっているが説明いただきたい。

佐藤副議長【回答】
差し替えがなってなかった。

渡部委員長【質問】
アトラクションの舞子が２名で旅費交通費が３名だがどういう事か。
佐藤副議長【回答】
舞子のカツラは手荷物でなく座席を確保して欲しいという事だった。

櫻井委員長【質問】
昨年ＶＩＰランチョンに参加して福山、大阪のＬＯＭでやったがその際誘導係の方５名受付、１０名くらいいたが、この案を見ると受付が非常に小さい気がする。当日はＶＩＰの方が一気に来るので素通りする方もいる。そういう中で何名体制にするのか。
佐藤副議長【回答】
予定では受付３名と他テーブル案内担当１０名、他はバナーの方だ。受付も手伝える様、確認する。

櫻井委員長【質問】
現役２７名、シニア２２名いるという事か。
佐藤副議長【回答】
２９日段階の星取りとなっている。
櫻井委員長【意見】
受付を増やす対応お願いする。
安藤室長【補足】
今の件だがＪＣＩ関係委員会で山形への招致の支援というのが明記されている。担当の小委員会もある。そちらに話をしておりこのランチョンに手伝う様はなしをしている。

遠藤室長【質問】
サンクスランチョンの見取り図で、前回ＣＯＣ会議で受付の場所は紫のところではなく誘導係の所から来ると聞いていたが間違いないのか。
佐藤副議長【回答】
両方から来る事を想定している。
三浦顧問【意見】
受付の位置はＬホテルの方で、誘導はショッピングセンター側だ。何ヶ所で受付出来る様、あとから打ち合わせさせてほしい。

野口理事長【コメント】

まずは皆さんにご協力いただいてビットを獲得しましょう。また準備会議の皆さんにはもう一度、資料を精査していただき、副議長は後程と言うが私は来週発つので時間が無い。思いやりプロジェクトの前まで仕上げていただきたい。宜しくお願いします。
協－０５　第３３回山形大花火大会の実施（案）に関する件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　花火大会特別委員会
鈴木本部長【上程】
東海林特別委員長【補足】
協議会の総会をもって可決承認いただいた。前日の市長レクチャーで３０００万円が協議会から山形青年会議所に業務委託をいただく。公益社団法人であるために必要なお金が３０００万という事もあり、市長にお願いした所、了解していただいた。我々が集める協賛金は３５００万という事を再度ご理解いただきたい。協賛金キットに不備もありご迷惑を掛けた。委員会メンバーの方で不備が無いかもう一度ご確認いただきたい。
井上副理事長【補足】
自社企業と聞いてハッとした。背中を見せられる様に今後理事の皆様宜しくお願いする。
遠藤室長【補足】
宜しくお願いする。
三沢議長【意見】
花火はＬＯＭの求心力を高める事業だ。例会参加を促す。
　　　協－０６　第３３回山形大花火大会「お天気祭り」の開催（案）に関する件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　花火大会特別委員会
鈴木本部長【上程】
東海林特別委員長【補足】
宜しくお願いする。
安藤室長【意見】
第一例会は当初８月４日だったので事務局になるが理事会にて早く変更の決定を頂き周知を早くしていただきたい。
三浦顧問【質問】
１２番の本年の工夫と効果で公益社団法人各取得にあたり、ＬＯＭにおける花火大会の役割また重要性を伝えメンバーに理解していただくとあるが具体的にどういう事か。
鈴木本部長【回答】
工夫として花火の流れを通してご理解いただく。協賛金活動に関しても合わせてとなるが、理解いただいた上での活動を重点的に行う。お天気祭りの中では直接的には触れないが皆さんから多く参加いただくことが公益を理解頂く上でのものとなると思う。

三浦顧問【意見】
今上がっているすべての文が気になっており工夫と効果が非常に議案の中の細かいところで落ち着いている本音の工夫だ。去年との違いが良く見ないとわからない。もっとここが３３回の花火のダイジェストがあってもいいと思う。今までと違う所はここだと言えると小さい部分でなく大きく表して欲しい。公益になったところで同じ花火だが向かって行き方が大きく違うと思う。是非いままでやった事が無い新な取組みをしてほしい。
　　　協－０７　第３３回山形大花火大会の安全な運営及び総合説明会・
　　　　　　　　事前説明会の開催（案）に関する件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　花火大会特別委員会
鈴木本部長【上程】
東海林特別委員長【補足】
警備の件だが、各ブロックのリーダーをされた方も多くいると思う。昨年高野部会長によるヒアリングで引き継ぎがあった様だが中々苦労していた。昨年の情報をまだまだいただきたいと思っている。
井上副理事長【補足】
宜しくお願いする。
中村副理事長【意見】
お天気祭りもそうだが、花火をやるスタッフに警備の案内を聞いて欲しいと思う。こちらが思うほど皆さん結構忙しくされているので、夕方の早い時間から始まると苦しい。花火の重要性を理事、委員長からメンバーに伝えていただきたいと私からもお願いしたい。当日来てもわからない事が多いと思う。説明会に来ればわかって貰える事が多いと思う。去年の高野君もそうだが当日関わらなくていいことに時間を使うのは去年感じた。少ない人数でやらなければならないからこそ段取りが重要だ
　　　協－０８　第３３回山形大花火大会清掃（案）に関する件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　花火大会特別委員会

鈴木本部長【上程】
遠藤室長【補足】
日時が２０１１年となっているが２０１２年だ。訂正する。

三沢議長【意見】
早朝清掃は前日まで動き回って皆さん大変だと思うが疲れているが、本当にこの清掃を頑張って欲しいと毎年思う。拾い残しがあると残った花火メンバーで拾うことになる。各ラインでメンバーを多く募って欲しい。
横山委員長【質問】
最初から山本学園のグラウンドに集合ではダメなのか。
鈴木本部長【回答】
天気次第で大雨で入ると叱られる。駐車場の都合もあるが一度B会場に集まっていただきたい。

　　　協－０９　９月公開例会の企画・実施（案）に関する件
元気あるやまがた創造委員会
大場副委員長【上程】
井上副理事長【補足】
ＭＤＧＳという事で国連ミレニアム開発目標という事だがセミナーを受けるまで皆さんもわからないと思う。今後ＬＯＭが進んで行く方向に大きく関わってくるのでセミナーには講師が来るが別の角度から見えると思うのでぜひ参加お願いする。
三浦顧問【意見】
UMMDGについては今年日本青年会議所でも重点依頼事項に挙げられている。ナッシングバットネットもＬＯＭにお願いしている唯一のものだ。例年はＯＭＯＩＹＡＲＩなど色々あるが、これは今年これだけである。ここに取り組むのは非常にいいと思う。中身はまだまだ分からない方いるのが現状だと思う。他のＬＯＭも分からないと思うので、明後日のセミナーへは皆さん多くで来ていただきたい。講師の件だが講師がいる中で大きく２種類あると思う。まずは講師が知っている事を聞く。もしくは客を寄せるために呼ぶのだったら２つだと思う。今野美佐子さんが去年サマコンで語ったのを見た事あるかたは。そのとき意識したかはわからないが、非常に相槌することが多かった。国連大使として活動しているのは事実だが今野さんが先導してUMMDGのここがこうでという語りは感じる事ができなかった。山形に来た際は１人でやると伝わらないかもしれない。色々な講師の方の可能性を引き出して欲しい。
鈴木本部長【質問】
他の講師はいないのか。
遠藤室長【回答】
委員会では今野さんを推している。交渉の仕方だが値段交渉が得意でないらしくこちらからお話しして、熱意なり予算なりを話して決めるという様な内容でエージェントから聞いている。

中村副理事長【意見】
個人的には聞いてみたいのでぜひ来ていただきたい。内容で我々の趣旨に対して、どう誘導するこう話して欲しいという事を伝えていただき、理事長が言う第１歩になる様な中身をお願いする様にしてはどうか。器も４００人でなく大きい所も考えて欲しい。
　　　協－１０　ＬＯＭ外褒賞の申請（案）に関する件
元気あるやまがた創造委員会
遠藤室長【上程】
井上副理事長【補足】
例年アワードとＬＯＭ外褒賞は同じ様な方向で進むが、ＡＳＰＡＣも鑑みて進みたいと思う。

中村副理事長【意見】
ＪＣＩアワードの際に公開例会の事業を申請しているかと思うがアワードと設定基準がどう違うのかというのも判別出来ない。

伊藤室長【意見】
前回公開討論会だったのでそちらを出すべきだと思う。

野口理事長【コメント】
ＬＯＭ外の褒賞に関してだが今意見を貰ったものを委員会で揉んでもらい、次の常任もう１度に出していただきたい。今回のＭＤＧＳも今年は中々難しいので出だしとして形を作り今後、ＭＤＧＳをやっているのは全国でも今の所無い。１番最初にやりたい。事業として確立したい。そしてそのままアワードに持っていきたいという趣旨だ。今後どうするかはＭＤＧＳに関しては個人ではなく企業だ。企業が街づくりに賛同する様にしなければならない。成功失敗は別として委員会で色々な形で協議して頂きたいと思う。委員長が不在なので遠藤室長がリードしていただきたい。
　　　協－１１　倉敷青年会議所との交流（案）に関する件
活力あるひとの創造委員会
佐藤委員長【上程】

中村室長【補足】
この事業は倉敷青年会議所と各々で何をやっているのかを通じてお互い親睦を深める会だ。各委員会で協力お願いする。
中村副理事長【補足】
例年倉敷ＪＣとの交流事業を色々行ってきたが、それぞれの委員会、理事長と話をする中でこの事業に辿りついた。ご意見いただきたい。最後のディスカッションは来年何をするかという話も理事長同士だったり委員会だったり例会では話をする機会が無いので今回の機会を使って来年に繋げて欲しい。
井上副理事長【意見】
内容を見ると明らかに時間が足りない。委員会発表をやるとしても１委員会３分で計算しても１時間過ぎる。３分で終わるわけも無い。全体を考えれば楽々２時間は掛かる。懇親会を入れると１０時半、１１時だ。もっとシェイプアップしないと懇親で３８歳以下のメンバーはあまり我々でも知らない。事業を交換するという内容を入れ込みながらも出来るだけＡＳＰＡＣ、山形青年会議所６０周年も視野に入れながら、若手のメンバーも発表を通して懇親出来る場を設けた方がいいと思う。もっと具体的に実践的にがっちり絞って懇親も大事なので再考して欲しい。
東海林特別委員長【意見】
ぜひ１度現調に行っていただきたい。

　　　協－１２　KID‘S　ART　羅針盤の企画・実施及び運営体制の検証（案）
　　　　　　　　に関する件
活力あるひとの創造委員会
佐藤委員長【上程】

中村室長【補足】
キッズアート羅針盤は円熟期に入ってきたので今後への検証も行う。
中村副理事長【補足】議案名も企画実施検証に関する件という事で例年やっている事業だが、来年以降の協議に挙げたとおり今後も考えていただきたいと思う。
伊藤室長【質問】
日程が９月２６日という事で平日だ。例年土日で行ったほうが子供達も来やすい。ナビゲーターも来やすいのだが意図はあるのか。
佐藤委員長【回答】
書いた後ではあるが土日にすれば良かったと反省している。他の事業が入らない土日に行いたい。
東海林特別委員長【意見】
こちらの思いもあるが美術館ありきだと思う。学芸員さんは心からやりたいとは恐らく思っていない。やるかやらないかという委員長の気持ちでいくと学芸員さんから、どういう思いでやっているのかと聞かれる。我々は美術館を借りて事業を行っているという気持ちだけしっかり持って行っていただきたい。

野口理事長【コメント】
会議上程にどれくらい時間を使ったかわからないが協議に値しない議案だ。キッズもやるならやる。やらないならやらない。委員会できちっと協議していただきたい。今年なぜ常任の方に上程していただいているかというと委員長が初委員長という事で、それを全部室長が担うという事です。時間もたってマッタリしているが、これなら今回切り上げて次回でも構わない。なぜわざわざ時間を割いて来ているか。皆さんに言えることだ。倉敷もやらなければやらなくとも私は構わないが交流会もどうやって引き継いでいくか、委員会がどうやりたいかという自分の立場で置き換えて議案を作らないと。ここはみんなの意見を聞く場ではない。委員会内で揉んできたものをもう１回ここにいる方で聞いて委員会に返していい事業をやるのです。協議という言葉を理解していただきたい。時間が無いのは予定者の段階から解っているはずだ。もう１つは制限された中で確実にやる。確かに長く話していると説明は２時間位だ。ただ日本ＪＣで経験したが自分たちの事業を１分で説明する。パワーポイント３枚くらいで。１年間の事業を１分間でもしかしたら２枚かもしれない。そういった時間の制限の中でいかにやるかは事業の取り組み方の姿勢だ。あとは倉敷側の委員会の名前も書いて欲しい。
　　　協－１３　山形ＪＣシニアとの交流事業（案）に関する件
活気ある会員交流委員会
櫻井委員長【上程】

中村室長【補足】
日時とコンセプトを変えた。ご意見お願いする。
中村副理事長【補足】
冒頭だが２０００年の全国大会ではなく１９９９年の全国大会に訂正する。なぜ、じゃがいもと分けたかというと、ゴルフをやる方、やらない方がいて、やる方はゴルフに集中したい。やらない方は交流会をやりたいという意見をいただき今回は分けた。

井上副理事長【意見】
事業に至る背景で全国会員大会は１９９９年だが、国際アカデミーは２０００年である。訂正お願いする。事業目的対内に関してＡＳＰＡＣ国際ビット獲得できたのはとあるが、これは挑戦できるのはと変えた方がいい。ＡＳＰＡＣクイズは様々な年齢の方がいるのでデリケートなのでコンセプトの一致団結を考えると少しそぐわない。コンセプトがいいので内容が足りてない。
三沢議長【質問】
タイムスケジュール案の中でＡＳＰＡＣビット決定ビデオとあるがこれは委員会内で作るのか。

櫻井委員長【回答】
そういうものがあればと考えていたが無ければ香港大会を持っていって当委員会で作りたいと考えている。

伊藤室長【意見】
年代ごと席を作りとか他のテーブルに程よく配置とかＦＢによるイベントの周知とか１つひとつがざっくりとしている。次回まで明確にして臨んで欲しい
鈴木専務理事【意見】
３回目の協議なので常任に上げて欲しい。

　　　協－１４　新入会員の入会認証（案）に関する件
誇りある会員開発委員会
矢口委員長【上程】

伊藤室長【補足】
４５名までまだまだ人数が足りない。ご協力お願いする。
　　　協－１５　７月臨時総会の開催（案）に関する件
総務情報委員会
渡部委員長【上程】

安藤室長【質問】
いつも案内のハガキに縦覧期間の表記があると思うが今回無いのは理由があるのか。
渡部委員長【回答】
理事長内定者の承認という事でまだ公開出来ないので縦覧は控えたいと考えている。２号３号議案に関しては、この理事会において総会に出すかどうかも決めた上での議案になる。あくまで予定だ。
安藤室長【質問】
最後まで出さないという事か。
鈴木本部長【回答】
縦覧期間中はルームに昨年出した。議案上、総務の方で出さなければならないが、その際はアジェンダに一言添えて外してある様な縦覧期間だけ閲覧出来る様な方法をとった。
遠藤室長【意見】
添付資料の総会シナリオで不備がいくつかある。修正お願いする。

　　　協－１６　諸規定の変更（案）に関する件
事務局
武田事務局長【上程】

鈴木専務理事【補足】
次年度役員選考委員会の方は１ヶ月早めたがＡＳＰＡＣを控えての事で運営規定に無いことだ。会費については1月の定時総会では説明したが規定での資格変更という事で理事会に諮りたいと思い上程した。宜しくお願いする。
　　　協－１７　理事会日程の変更（案）に関する件
事務局
武田事務局長【上程】

鈴木専務理事【補足】
７月２４日火曜日から７月２３日月曜日への変更になる。
武田事務局長【審議振り替え動議】【上程】
７月２３日月曜日場所はルームにて行う。

承認可決

　　　協－１８　公益認定基準の維持（案）に関する件
公益社団法人格運営プロジェクトチーム
井上チームリーダー【上程】

東海林特別委員長【意見】
参加人数並びに動員推進方法で１週間前の同報メールにて案内とあるが、８月２１日の1週間前は花火大会がある。もっと前の案内にして欲しい。
１７．報告・依頼事項 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田事務局長
　　　報－01　山形ＪＣじゃがいもクラブゴルフコンペの支援活動について
活気ある会員交流委員会
櫻井委員長【上程】

いままで、じゃがいもクラブというとシニアがメインになっていて、単にゴルフで交流を図るという目的になっていた。調べてもＪＣとしてのゴルフコンペというものがなかったので、今回は現役の方にも多く参加してもらって盛り上げていきたいと思う。

　　　報－02　定例理事会の出欠状況について　　　　　　　　　　　　　　　事務局
武田事務局長【上程】

　　　報－03　「山形ＪＣ版　ＣＯＯL　ＢＩＺ」の実施について
事務局
武田事務局長【上程】

　　　報－04　ルーム備品の未返却状況について　　　　　　　　　　　　　　　事務局
武田事務局長【上程】

　　　報－05　委員会別「ルームコピー機使用状況」について　　　　　　　　　事務局
武田事務局長【上程】

　　　報－06　次回上程スケジュール・今後のスケジュールについて　　　　　　事務局

武田事務局長【上程】

　　　報－07　公益社団法人日本青年会議所　理事会参加依頼について
事務局
武田事務局長【上程】

　　　報－08　ふるさとOMOIYARIプロジェクト参加依頼について
山形ＢＬ　やまがた協働運動
伊藤室長【上程】

当日はジャバをメイン会場に３会場で行う。ご家族、友人や職場内で誘っていただいて参加していただくようお願いする。

中村副理事長【補足】

ゴミ拾いの会場を確認すると、ゴミは落ちていない。ゴミ拾いという名目ではあるが、自分の街がきれいだということを認識していただく場にもなる。昨年は山形銀行さんの協力で参加人数が多かったが、本年は同様には見込めない。多くの方が参加していただけるよう他の団体やＪＣＣなど見込める団体に重点的にお願いしている。メンバーにおいても１人でも多くの方を誘っていただいて参加してもらって、その後のＡＳＰAＣの練習に繋いで香港までしっかり行けるよう、まずはＯＭＯＩＹＡＲＩ事業への参加の程お願いする。
　　　報－09　アジアアライアンス確立委員会山形開催の御礼について

日本ＪＣ　アジアアライアンス確立委員会

１８．次回開催 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事　
　　[第７回定例理事会]　　２０１２年６月１９日　火曜日　１８：３０～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パレスグランデール

１９．監事講評　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齊藤監事
皆さん、長時間にわたりお疲れ様です。報告事項において、事務局よりクールビズの報告がありました。もう今週末からクールビズがスタートするわけですが、内容にもありました通り、日本ＪＣやブロック協議会に行く際には、そちらのルールに則って参加されるようお願いします。事務局からも同報メールを使って連絡が入るとは思いますが、理事メンバーだけでなく、委員会メンバーの方にもしっかり情報を落として、もし他の会議に参加される時に、迷ったらジャケットを持って行く、ネクタイは持って行った方がいいよ、という案内を一緒に行く人と話していただければと思います。

また、本日の議事の進行の中で審議の振替動議がありました。今日だけでなく今後もあるかと思いますので、一言お話しさせていただきます。協議から審議に振替える時は、まずセコンドをいただいて、振替を行うかどうかの採択をします。その後に審議上程をして、その採択をもらうわけです。今回は１つ少ない採択で行われましたので、今後しっかり行っていただきたいと思います。
来月もＡＳＰＡＣを始め多くの事業がありますので、しっかりと活動を行っていただきたいと思います。以上で監事講評とさせていただきます。お疲れ様でした。
２０．閉会 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事

